
地域課題・目指す将来像 課題解決に向けた取組

東京都八王子市 産官学共創による「八王子市地域未来戦略」 自動運転

◯ 本市の中心市街地には、北側に「東京たま未来メッセ(R4.10開
業)」、南側に「桑都の杜(R8.10開業予定)」という2つの拠点が位
置し、これらを核とした中心市街地エリアの活性化を進めている。

◯ 八王子駅南口では桑都の杜の整備が進む一方、東西に横断する
鉄道などに起因する車両や歩行動線の偏在、これに伴う短距離移
動手段の不足、また、高低差のある地形による移動負担など、中
心市街地の北側と南側の回遊性の向上が課題となっている。

◯ 桑都の杜の開設後に、地元住民の日常の生活導線と桑都の杜へ
の来場導線の重なりによる交通混雑が予測されている。

地域
課題

将来像

◯ 快適に移動できる公共交通基盤の形成

・回遊性向上に向けた交通環境の整備

◯ 多様な移動手段の確保によるにぎわいの形成

・新技術を活用した新たなモビリティサービスの導入促進

推進体制

地方公共団体 東京都八王子市

国（★は現地支援責
任者）

★国土交通省関東地方整備局、警察庁交通企画課、経済
産業省、関東経済産業局産業部製造産業課、国土交通省
関東運輸局交通政策部交通企画課、国土交通省関東運
輸局自動車技術安全部技術課、デジタル庁国民向けサービ
スグループ、内閣府科学技術・イノベーション推進事務局、内
閣府地方創生推進事務局

民間事業者 調整中

大学等 調整中

名称：八王子市未来技術地域実装協議会

• 桑都の杜の開設を契機として、八王子駅南口と桑都の杜を結ぶ自動運転バスを導
入し、主要拠点間のアクセス性を強化する。

• さらに、北口の既存のにぎわいと南口における新たな人流を結びつけることで、自動
運転による回遊動線を形成、中心市街地の面的なにぎわいを創出し、経済活力の
向上につなげる。

• 企業等の先進技術を活用し、複雑な市街地における安全かつ安定した運行の実
証・検証並びにデータの蓄積・分析を進める。また、実証運行において得られる走行
データやヒヤリハット事例を蓄積・分析し、安全・安心な運行へつなげる。

• 市民、商店会、大学など多様な主体と連携し、自動運転を核とした持続可能な移
動サービスの構築を目指す。また、利用者の声を反映しながら、誰もが利用しやすい
交通環境を整備し、地域全体の活性化につなげる。

①自動運転実装プロジェクト【自動運転】

中心市街地エリアイメージ図

【依頼事項】

≪１枚目≫
・確認・作成いただく本資料は今後内閣府HPにて公表予定ですの
で、公表可能な情報のみご記載ください。

・フォントサイズは変更せず、文字量や写真・図の大きさを調整して
必ず１枚におさめてください。

①「地域課題・目指す将来像」

・可能な限り、右記の「課題解決に向けた取組」の各取組と対になる
よう、取組ごとに分けて記載ください。
・現在の記載内容をご確認、修正ください。

・目指す将来像については、内閣府ウェブサイトに掲載している取り
まとめ報告書の記載内容を参考にご記入ください。
https://www.chisou.go.jp/tiiki/kinmirai/index.html

②「推進体制」
・最新の情報にご確認、修正ください。

③「課題解決に向けた取組」

・取組ごとにナンバリング（①～）し、活用技術を【 】にて付記してい
ます。
・差し替える図や写真がありましたら添付してください。
・現在の記載内容をご確認、ご修正ください。

※2ページ目以降は、実際の取り組み内容やその成果についてご

記載いただく予定です。年度末を目安に更新を依頼いたしますので、
どうぞよろしくお願いいたします。
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